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コンクリートリサイクルシステム
～日本建築学会賞受賞～

間４千万トンと膨大な量が発生して
おり、再利用用途は舗装路盤材、埋
め戻しや裏込め材であり一定以上の
品質が求められるコンクリート製建
築構造物には、再利用できないのが
実態です。
　そこで、解体コンクリート塊から
モルタル分を除去し、再生骨材とし
て再利用することが資源の有効利用
として、強く求められていました。
　この度、オーロラマックスを核と
した「コンクリートリサイクルシステ
ム」を開発し、一年半余の実証試験に

　平成18年５月30日、社団法人「日
本建築学会」通常総会において、クリ
モトメック（株）常務取締役（当時）現
顧問　荒川和明　が「日本建築学会
賞」を受賞しました。受賞は、（株）竹
中工務店　米澤敏男様、柳橋邦生
様、大阪市立大学教授　山田優様と
の共同受賞で、名称は「建築技術：偏
心ロータ式高品質再生骨材製造技術
の開発」であり、主機は商品名“オー
ロラマックス”です。
　コンクリート構造物を解体したコ
ンクリート塊は、我が国において年

より、低エネルギー・高品質再生骨
材製造を実現しました。
　本システムで製造された高品質再
生骨材は、構造物実用試験に合格し、
高品質再生骨材早期JIS化の一翼を担
い、平成17年３月20日【コンクリー
ト用再生骨材H】（JISA5021）JIS
制定・告知されました。この高品質再
生骨材製造技術を高く評価され、日本
建築学会賞を受賞しました。
製品取扱営業窓口：
（株）クリモトメック　営業本部

06-6686-3160
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某所・「コンクリートリサイクルシステム」

コンクリート塊から高品質な骨材を再生します

粗骨材とセメントモルタル分に分離

加熱・化学処理不要
CO2 低減

型式 供給量 (t/h) 電動機 (kw)

AM-400 10 55

AM-600 30 110

AM-750 50 150

AM-900 70 220
注）上記能力は、使用条件等により多少変わる場合があります。
　　供給粒度は、５～50mmを適正とします。

原コンクリート塊（処理前）

再生粗骨材（処理後）
オーロラマックス模式図

再生コンクリートの評価の例
（実機による性能確認）

骨材品質の測定例

＊ JIS A 5021コンクリート用再生骨材H

○圧縮強度の測定例 ○乾燥収縮の測定例 ○凍結融解抵抗性の測定例

本システムの全体構成
C セパレータ部

A 原料供給部

A 原料供給部

B 処理部

D ユニット架台

型式 ロータ径 L H W

AM-400 400 3800 4500 3300

AM-600 600 4000 5000 3500

AM-750 750 5000 6500 4000

AM-900 900 6000 8000 4500

高品質な再生粗骨材

環境にやさしい

型式と処理能力

偏芯ロータによるすりもみ効果

基準寸法

L W

H

特　徴

B 処理部
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樹齢（週） 凍結融解サイクル数

砕石

再生骨材

砂利

砕石

再生骨材

砂利

試験材齢：28日 W/C=50%

砕石 再生骨材 砂利
試験科目 絶乾密度

（g/cm3）
吸水率
（%）

微粒分量
（%）

基準＊ 2.5 以上 3.0 以下 1.0 以下
測定例 2.52 2.51 0.21

コンクリート塊
投入部

排出部

振動ふるい

8670

8280

38
00

80
00

オーロラマックス


